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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公表番号】特表2015-513484(P2015-513484A)
【公表日】平成27年5月14日(2015.5.14)
【年通号数】公開・登録公報2015-032
【出願番号】特願2014-558985(P2014-558985)
【国際特許分類】
   Ｂ４２Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４２Ｄ    9/00     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　裏材層と、前記裏材層の片側の少なくとも一部に配置された再付着可能な接着剤層と、
を含み、
　前記再付着可能な接着剤層の一つの部分から、前記再付着可能な接着剤層の他の部分ま
での距離が増加するように、裏材層の一部分が手で伸長可能であり、
　前記再付着可能な接着剤層が、前記裏材層が伸長した後も接着力が維持される、伸長性
テープフラッグ。
【請求項２】
　前記伸長可能な部分が一方向に少なくとも１００％伸長され得る、請求項１に記載の伸
長性テープフラッグ。
【請求項３】
　１００％伸長時の前記伸長可能な部分の応力が約１５ＭＰａ未満である、請求項１に記
載の伸長性テープフラッグ。
【請求項４】
　前記接着剤層が、不連続に存在し、
　複数の前記接着剤層の部分の間に存在する前記裏材層の一部が、手で伸長可能である、
請求項１に記載の伸長性テープフラッグ。
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